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は
じ
め
に

日
本
人
の
宗
教
意
識
を
探
る
試

み
は
、
近
時

に
お
け
る
宗
教
ブ
ー
ム
の
な
か

で
い
よ
い
よ
盛
ん
だ
が
、
そ
の
精
神
風
土
の
原
郷
を
平
安
時
代
に
求
め
る
の
は
、

決
し
て
間
違

っ
て
は
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
仏
教
界
の
方
か
ら
は
じ
ま

っ
た
、
い
わ
ゆ
る
神
仏
習
合
が
こ
の
時
代
に
ひ
ろ
が
り
、
社
会
的
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
は
じ
め
た
こ
と
の
意
味
は
大
き

い
。

私
が
興
味
を
も

つ
の
は
、
そ
う
し
た
神
仏
習
合
が
進
む
な
か
で
神
祗
側
が
覚

醒
し
、
な
お
独
自

の
論
理
体
系
を
構
築

す
る
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
神
祗
の
世
界
に
波
紋
を
ひ
ろ
げ
て
い

る
事
実
で
あ
る
。
と
く
に
九
世
紀
に
盛

ん
に
行
わ
れ
た
中
央
政
府

の
地
方
神
祗

へ
の
働
き
か
け
1

具
体
的

に
は
地
方
神

へ
の
神
階

の
授
与

(
×
×
神
に
×
位

を
与
え
る
)
や
官
社
化

(×
×
社
を
官
社

に
列
し
、
奉
幣
に
預
ら
し
め
る
)
が
図

(
1

)

ら
れ
た
こ
と
ー

は
、
地
方
神
祗

の
再
編
成
と
い
う
意
味
を
も

つ
だ
け
で
な
く
、

地
方
神
祗
の
世
界
に
大
き
な
変
動
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
点
で
も
看
過

で
き

な

い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
九
世
紀
に
お
け
る
神
祗
の
世
界
に
お
け
る
変
動
を
探
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
の
視
野
に
入

っ
て
く
る
の
が
、

一
つ
に
は
、
神
祗
氏
族
と
し
て
古

い

伝
統
を
も

つ
中
臣

・
忌

(斎
)
部
両
氏
の
動
向
で
あ
り
、
い
ま

一
つ
が
、
赴
任

国
守

(受
領
)
に
よ
る
国
庁
を
拠
点
と
し
た
神
祗

へ
の
関
与
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
両
者
は
相
互
に
密
接
な
関
わ
り
を
も
ち
な
が
ら
、
活
躍
の
主
体
が
し
だ

い

に
後
者
に
移

っ
た
こ
と
が
十
世
紀
の
神
祗
界
を
方
向
づ
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
先

に
み
た

「官
社
」
や

「神
階
」
の
集
大
成
と
し
て
十
世
紀
初
頭

に
お
け
る

「式
内
社
」
が
成
立
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま

「官
幣
」
1

中

央
の
神
祗
官
か
ら
幣
帛

・
神
宝
を
地
方
諸
神

へ
奉

る
こ
と
ー

や

「国
幣
」

1

国
衙
か
ら
幣
帛

・
神
宝
を
管
内
諸
社

へ
奉
る
こ
と
ー

を
め
ぐ
る
問
題

に
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も
連
ら
な

っ
て
い
た
。
本
稿
に
お
い
て
中
臣

・
忌
部
氏
の
動
向
と
国
守
の
役
割

を
重
視
し
た
理
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
右
の
よ
う
な
視
点
か
ら
九
世
紀
に
お

け
る
神
祗
氏
族
の
動
向
を
検
討
す
る
作

業
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

同
じ
よ
う
な
意
味

で
隔
靴
掻
痒

の
感

を
免
れ
が
た

い
の
が
、
国
守

の

「神

(巡
)
拝
」

ー

管
内
諸
社

へ
の
奉
幣
、

す
な
わ
ち
先
に
み
た
国
幣
i

や
、

そ
の
神
拝
の
煩
を
省
く
た
め
国
庁
の
そ
ぼ

に

一
社
を
建
て
管
内
諸
神
を
合
祀
し

(
2
)

た
と
い
う

(そ
れ
が
通
説
)
「惣
社
」
を
め
ぐ
る
議
論

で
あ
る
。
注
目
す

べ
き
研

究
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
通
説
に
依
拠
し
て
お
り
、
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
問
題
に

つ
い
て
以
前
か
ら

関
心
を
抱
き
、
小
論

「惣
社

の
成
立

(
3
)

1

『時
範
記
』
に
み
る
因
幡
国
惣
社

に

つ
い
て
の
覚
書
」
を
書

い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
で
は
、

『時
範
記
』
と
い
う

十

一
世
紀
末

の
日
記

に
は
じ
め
て
登

場
す
る
惣
社
と
神
拝
と
の
併
存
状
態
が
、

通
説
の
理
解
で
は
矛
盾
す
る
こ
と
を

指
摘
し
、
し
か
し
こ
の
併
存
は
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な
く
、
論
理
的
に
理
解
し

う
る
こ
と
、
そ
の
鍵
は

「国
庁
神
社
」

に
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。
そ
の
主
旨
は

い
ま
も
変
ら
な
い
し
、
惣
社
と
神
拝
と

の
関
係
は

「国
庁
神
社
」
の
系
譜
を
辿

る
こ
と
な
く
し
て
解
決

の
糸
口
は
見
出
せ
な
い
。
本
稿
は
そ
う
し
た
視
点
か
ら

あ
ら
た
め
て
国
庁
神
社
を
照
射
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
主
と
し
て
九
世
紀

・
十

世
紀

に
お
け
る
、
中
央

・
地
方
に
わ
た
る
神
祗
界
の
動
向
と
そ
の
背
景
を
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。

一

惣
社
と
神
拝

ω

『時
範
記
」

に
み
る
因
幡
国
惣
社

『時
範
記
』
は
左
少
弁

・
中
宮
大
夫
で
関
白
藤
原
師
通
の
家
司
を
兼
ね
て
い
た

(
4
)

平
時
範

の
日
記

(断
簡
)
で
あ
る
。
承
徳
三
年

(
一
〇
九
九
)

一
月

よ
り
三
月

ま
で
の
わ
ず
か
三
ケ
月
分
が
現
存

(た
だ
し
鎌
倉
期
の
写
本
)
し
て
い
る
に
過

ぎ
な

い
が
、
こ
れ
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
な
か
に
こ
の
年
の
春
の
除
目
で

因
幡
守

に
任
じ
ら
れ
た
時
範
が
、
京
を
出
立
し
て
任
国

へ
下
向
す
る
道
中

の
記

事
は
も
と
よ
り
、
因
幡
国
府

(鳥
取
県
国
府
町
)
に
着

い
て
か
ら
帰
京
す
る
ま

で
の
四
十
余
日
間
に
行

っ
た
国
務
に
関
す
る
記
事
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
任
国

へ
下
向
し
た
国
守
ー

平
安
中
期
以
降
で
は
受
領
と
い
う
方

が
ふ
さ
わ
し

い
ー

は
国
司
制
度
が
は
じ
ま

っ
て
以
来
夥
し
い
数
に
の
ぼ
る
が
、

こ
う
し
た
国
守

(受
領
)
日
記
と
も
い
う

べ
き
も
の
は
事
実
上
な
き
に
等
し

い
。

地
方
官

へ
の
転
出
を
好
ま
な
か

っ
た
か
れ
ら

に
と

っ
て
・
「監
腰
」
の
生
活
を

記
録
に
留
め
る
積
極
的
な
理
由
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

国
守
の
日
記
で
想
起
さ
れ
る
の
は
紀
貫
之
の

『土
佐
日
記
』

で
、
任
終

の
あ

と
国
府

(庁
)
を
出
立
し
て
帰
京
す
る
ま
で
を
記
し
た
、
か
な
書
き
の
紀
行
文

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
も
と
に
な

っ
た
貫
之
の
漢
文
体

の
日
次
記
、

つ
ま
り

『時
範
記
』
の
ご
と
き
日
記
が
あ
り
、
そ
れ
を
か
な
文
に
改
め
た
の
で

(
6
V

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
理
解
も
あ
る
が
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
務

関
係

の
記
述
も
殆
ん
ど
な

い
。
受
領
の
規
範
と
い
う
点
で
む
し
ろ
参
考

に
な
る
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の
は
平
安
後
期
の
成
立

に
な
る
と
思
わ
れ
る

「国
務
条
々
事
」
(国
史
大
系

『政

事
要
略
』
所
収
)
で
あ
る
。

こ
れ
は
京
を
出
立
す
る
前
後
か
ら
任
国

へ
下
る
道
中
は
も
と
よ
り
、
任
国
で

の
国
務
遂
行
上
の
心
得
を
四
十

一
ケ
条
に
わ
た

っ
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら

『時
範
記
』

に
関
わ
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
時
範
も
そ
う

し
た
心
得
を
熟
知
し
た
上
で
赴
任
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ
の

『時
範
記
』

に
よ
れ
ば
、
時
範
は
二
月
九
日
、
京
宅
を
出
立
し

た
が
、
因
幡
国

へ
下
る
の
に
山
陰
道
は
と
ら
ず
に
山
陽
道

へ
向
か
い
、
播
磨
国

府

(姫
路
市
)
か
ら
佐
余

(兵
庫
県
佐
用
町
)
を

へ
て
美
作

(岡
山
県
英
田
郡
)

し

し

と

に
入
り
、
十
五
日
、
坂
根

(同
西
粟
倉
村
)
か
ら
鹿
跡
御
坂

(現

.
志
戸
坂
峠
)

を
越
え
て
因
幡
国

へ
入

っ
て
い
る
。
御
坂
越
え
の
際
、
峠
の
上
で
待
ち
受
け
て

い
た
因
幡

の
在
庁
官
人
た
ち
と
挨
拶
、

い
わ
ゆ
る

「坂
迎
え
」
の
儀
を
行
な

っ

て
い
る
の
は

「国
務
条
々
事
」

に
記
す
通

り
で
、
任
国
の
事
情
を
知
ら
な
い
時

範
に
と

っ
て
は
緊
張
の

一
瞬
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
の
あ
と
在
庁
官
人
に
先
導
さ

れ
て
九
折
の
難
路
を
急
ぎ
、
智
頭
駅
を

へ
て
そ
の
日
の
夜

に
国
府

(庁
)
に
着

い
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
二
月
十
五
日
以
後
、
三
月

二
十
七
日
、
帰
京
の
た
め

国
府
を
離
れ
る
ま
で
の
記
事

の
う
ち
、

関
係
す
る
部
分
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ

る

(内
容
に
従
い
、
適
宜
見
出
し
を
つ
け
た
)。

σり
国
府
到
着

・
饗
応

・
印
鎰
受
領

・
神
宝
造
り

(二
月
)

十

五

日

、

戊
子
、
雨

雪

、

早

旦

召

二
美

書

生

一
給

二
馬

一
疋

訥
卯

剋

着

二
束

帯

一

〔劔
〕

≧
レ
釼

騎

二
黒

毛

馬

一
越

二
鹿

跡

御

坂

訥

未

レ
出

レ
峯

下

レ
馬

、

立

二
峯

上

ハ

西

〔
≧
脱

力
〕

面
、
官
人
以
下
立
二
峯
下
ハ
南
面
、
先
レ
是
神
寶
前
行
、
事
相
從
、
弁
侍
在
二

下
官
後
繭
稱
二前
官
人

一以
下
稱
レ
籍
、
次
下
官
揖
二
官
人
訥
次
騎
レ
馬
、
官

人
騎
レ
馬
先
行
弁
侍
在
二下
官
後
ハ
僕
從
等
在
二
其
後
ハ
巳
剋
至
二于
智
頭
郡

〔次
力
〕

驛
家
ハ
簾
中
居
レ饌
、
先
食

レ餅
、
先
啜
レ
粥
、
以
二
其
退
一給
二
智
頭
郡
司
ハ

依
二
先
例

一也
、
次
解
脱
、
着
二
衣
冠

一騎
二
他
馬

一進
發
、
山
路
嶮
難
如
レ對
二

九
折
訥
入
夜
着
二惣
肚
西
假
屋
ハ
依
レ例
儲
二酒
肴
ハ
于
レ時
戌
剋
、
着
二
束
帯
一

着
二
惣
杜
西
舎
ハ
騎
馬
、
先
以
二
官
苻

一令

レ
給
二
税
所
ハ
官
人
先
以
奉
行
、

次
行
二請
印
ハ
次
以
レ
鎰
置
二
下
官
傍
訥
亦
給
三封
令
レ付
二印
樌
ハ
次
着
レ府
、

〔庭
力
〕

鎰
取
在
レ前
如
レ
例
、
入
レ
自
二西
門
一
於
二
南
應

一下
レ
馬
昇
入
、
簾
中
弁
二
備

饗
饌
一如
レ恒
、
残
二
个
日
兼
日
下
知
停
ン之
、
次
召
二
介
久
經

一仰
二
禪
拜
事
ハ

次
食
レ
饗
、
次
召
二
保
清

一令

レ下
二
知
勸
農
事
⊃
子
剋
令
レ
始
二造
神
寳
ハ
亦

以
二
反
閇
馬
一令
二潔
齋
ハ
爲
レ死
二
宇
倍
宮

一紳
馬
也
、
次
就
レ寢
、
今
夜
無
二

宿
申
ハ
政
始
之
後
可
レ在
云
々
、

十
六
日
、
己
丑
、
今
日
留
二供
給
ハ

十
七
日
、
庚
寅
、
今
日
停
二供
給
、

ω
惣
社
で
の
神
拝
、
諸
社

へ
の
巡
拝

廿
六
貝

ぜ

鬻

雨
雪

巳
剋
糶

今
日
神
琶

先
麺

囎
醒

ヘ

へ

嬬
翫
黼

渡
二
南
庭
ハ
次
出
着

二
幤
殿
ハ
以
二
舘
侍
十
人

一
爲
レ
使
、
相
分
發
コ
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遣
遠
杜
幤
帛

・
神
寳
《
馘
賄
、
次
以

二
肚
司

一令

レ
讀

二
告
文
、
次
奉
レ
幤
、

返
祀
了
賜
二肚
司
祿
、
次
參
二宇
倍
宮

ハ
先
着
二
幤
殿

一洗
レ
手
、
次
進
二立
中

門
外
袤

讐

人
以
下
相
鮠

真

離

杜
司
布

一門
虫

次
傳
毒

帛

・
神
癰

藤

鑼

苳
続
..〕

次
復
二幤
殿

一執
二
白
妙
幤
ハ
肚
司
稱

二再
拜
ハ
次
捧
レ
幤
兩
段
再
拜
、
次
授
二

肚
亘

次
肚
司
久
經
讀
二告
茎

次
返
祀
・
次
廻
馬
龜

等
・

次
賜
二肚
司
祿
ハ
次
着
こ
幤
殿
東
舎

一儲
二
饗
饌
ハ
事
了
退
出
、
便
參
二
坂
本

杜

一奉
レ
幤
、
次
乘
尻
馳
二
御
馬
ハ
次
至
二
于
法
美
川

「乘
レ
舩
參
三
ご
鳴
面
ハ

奉
レ幤
之
儀
如
レ初
、
次
又
乘
レ舩
參

二賀
呂
杜
ハ
奉
幤
之
儀
如
レ初
、
于
レ時

〔自
力
〕

、
、

、
、

申
斜
也
、
次
又
乘

レ
舩
渡
二
川
白
濱
路

一參

二
服
肚
ハ
奉
幤
了
次
參
二
美
歎

へ杜
、
于
レ時
秉
燭
、
奉
レ
幤
了
退
出
、

衣
冠
、
亥
剋
歸
レ府
、

㈲
朔
幣

三
月

一
日
、
甲
辰
、
今
日
朔
幤
也
、
以
二
保
清
朝
臣

一爲

レ
使
令
レ
參

二
惣
杜
并
宇

倍
宮
ハ
遣
二木
工
允
季
一兼
始
二
勝
載
ハ

◎⇒
国
務
始
め

二
日
、
乙
巳
、
午
剋
出
レ
廳
始
行

二
國
務
ハ
其
儀
豫
居
二
饗
饌
ハ
三
獻
之
後
、

羞
二
汁
物
一下
レ
箸
、
次
令
レ
成
二諸
郡
神
杜
修
理
苻
井
池
溝
修
理
苻

一令
二
捺

印

一了
、
次
調
所
井
出
納
所
申
二
上
濟
物
觧
文
ハ
見
了
之
後
令
レ成
二返
抄
請

印
ハ
案
主
所

.
税
所
成
コ
上
吉
書
之
後

一請
印
、
了
入
レ
内
印
筥
隨
身
、
諸

郡
司
等
出
二
一
把
牛
利
田
請
文
ハ
今
夕
始
宿
申
、

㈲
宇
倍
宮
で
の
神
事
法
会

三
日
、
丙
午
、
未
剋
詣
二
宇
倍
宮

一
奉
幤
、
令

レ
讀
二
告
文
ハ
件
文
載

二
利
田

起
請
之
趣
ハ
奉
幤
之
後
杜
司
供
二
酒
肴

・
粉
熟
ハ
盃
酌
之
後
退
出
歸
レ府
、

今
日
人
≧
出
二
酒
肴
ハ
脚
力
歸
來
、

六
日
、
己
酉
、
今
日
於
二
宇
倍
宮

一令
レ
修

二
百
座
仁
王
會
、
是
則
依
二
世
間

不
レ閑

一也
、
新
圖
二
百
仏
像
寫
百
經
巻
ハ
令
二
在
廳
官
人
等
監
臨
ハ
有
二
呪

〔端
税
力
〕

願
文
、
以
二
細
布
百
布
施
ハ
殊
致
二精
誠

一所
レ令

レ行
也
、
舘
侍
等
参
仕
、

在
廳
官
人
行
レ香
云
々
、

十
三
日
、
丙
辰
、
自
今
夕
於
二宇
倍
宮
一令
レ
轉
二讀
大
般
若
經
ハ

十
五
日
、
戊
午
、
今
日
宇
倍
宮
春
臨
時
祭
也
、
依

レ
有

二
所
勞

一
不

レ
參
、

以
二
目
代
保
清
朝
臣

一爲
レ使
、

㈲
上
洛

其

貝

己
巳
、
早
旦
參
二
詣
宇
倍
宮

奉
レ
幤

駿

令
レ申
二
上
洛
之
申

也
、
杜
司
久
經
儲
鮭

盃
酌
之
後
歸
裾

今
日
欲
二進
發

之
處
裔

甚

雨
、
朝
間
頗
晴
、
雖

レ
然
河
水
泛
溢
之
由
所

レ
聞
也
、
仍
以
延
引
、
明
旦

可
二
上
道
一也
、
野
見
郷
司
真
遠
貢
馬
二
疋
、

廿
七
日
、
庚
午
、
巳
剋
出
二
國
府
ハ

(後
略
)

着
任
儀
式
を
終
え
た
国
守
時
範
に
と

っ
て
、
勧
農
撫
育
と
な
ら
ん
で
神
事
法

会
が
任
初
の
主
た
る
務
め
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
両
者
は

一
連

の
も
の
で
あ
る
が
、
当
面
問
題
に
し
た
い
の
は
後
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
と
は
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国庁神社の登場

細
部
に
わ
た
る
が
、
右
の
記
事
を
辿
り
な
が
ら
、
も
う
少
し
そ
の
辺
り
の
様
子

を
見
て
お
き
た
い
。

②
朔
幣
と
神

(巡
)
拝

Oり
ま
ず
十
五
日
夜
、
国
庁

に
到
着
し
た
時
範
は
早
速

「惣
社
西
仮
屋
」
に
入

っ
て
い
る
が
、
こ
の
西
仮
屋
は
そ
の
あ

と
に
み
え
る

「惣
社
西
舎
」
と
は
別
個

の
建
物
と
考
え
て
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
前
者
で
恒
例

の

(簡
単
な
)
饗
応
を

受
け
た
あ
と
、
戌
刻

(午
後
八
時
頃
)
装
束
を
改
め
、
騎
馬

で
後
者

の
建
物

に

着

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
は
新
司
が
惣
社
で
の
着
任
の
儀
式

に
臨
む
前

に
、
威
儀
を
改
め
る
場
所
と
し
て
、
惣
社
の
域
外

(西
外
)
に

一
時
的

に
仮
設

さ
れ
た
建
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
日
記

に
出
て
来
な

い
の
は
撤
去
さ
れ
た
か
ら

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
惣
社
西
舎
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
惣
社
の
建

物
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

さ
て
そ
の
惣
社
の
西
舎

で
行
わ
れ
た
着
任
の
儀
式
と
は
、
官
符
請
印

(新
任

国
守
と
し
て
文
書
に
印
を
押
す
)
や
印
鎰
受
領

(国
印
の
入
っ
て
い
る
印
櫃
の
鎰
を

受
け
取
る
)
を
指
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

「国
務
条
々
事
」
に
詳
し

い
。
と

く
に
国
守

の
立
場
を
象
徴
す
る
印
鎰
の
受
領
が
惣
社
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

の
意
味
は
大
き
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
。
終

っ

て
時
範
は
国
庁

(国
府
と
も
)

へ
西
門

(国
庁
域
を
囲
繞
す
る
塀
が
あ

っ
た
)
よ

り
入
り

(戻
り
)、
そ
の
南
庭
に
お
い
て
下
馬
し
、
(庁
屋
に
)
昇

っ
て
い
る
が
、

そ
の
簾
中
に
は
あ
ら
か
じ
め
饗
膳
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
あ
ら
た
め
て
新
司
歓

迎
の
饗
宴
が
も
た
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
饗
応
は
通
常
三
日
続
け
ら
れ
た
が
、

時
範
は
あ
と
の
二
日
の
供
給

(饗
応
)
は
停
止
さ
せ
て
い
る
。
煩
を
な
く
す
た

め
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
配
慮
も

「国
務
条
々
事
」
に
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
い
で
介
久
経

(在
庁
官
人
。
宇
倍
宮
の
社
司
で
も
あ
っ
た
)
に
神
拝
の
こ
と
を
、

ま
た
保
清
に
勧
農
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
子
刻

(真
夜
中
)
か

ら
神
宝
を
造
り
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
神
宝
は
来
る
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
る

諸
社
神
拝
の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
神
宝
と
い
え
ば
時
範
は
京
か
ら
そ

れ
を
携
え
て
赴
任
し
て
い
る
。
こ
の
神
宝
持
参
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
注

目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
す
ぐ
あ
と
に
ふ
れ
る
惣
社
幣
殿
で
の
行
事
に
用

い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
十
日
間
は
骨
休
め
か
、
京
書
-

京
都
か
ら
の
便
り
が
し
き
り
に

到
来
し
た
こ
と
を
記
す
だ
け
で
、
他
の
記
事
は
な
い
。

ω

二
十
六
日
、
「神
拝
」
を
行
う
。
こ
の
日
、
装
束
を
改
め
て
国
庁

の
南
庭

に
下
り
、
そ
こ
を
出

て
か
ら

(惣
社
の
)
幣
殿

に
着
き
、
こ
こ
で
社
司

に
告
文

を
読
ま
せ
、
奉
幣
さ
せ
て
い
る
。
京
か
ら
持
参
し
た
神
宝
も
こ
の
時
神
前

に
捧

げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
こ
れ
は
国
守
に
よ
る
官
幣
に
他
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
管
内
の
遠
社

に
は
館
侍

(の
ち
に
国
侍
も
み
え
る
。
館
侍

は
国
庁
に
祗
候
す
る
侍
、
国
侍
は
国
内
に
散
在
す
る
侍
か
)
十
人
を
使
者
と
し
て

分
遣
し
、
先

の
幣
帛

・
神
宝
や
告
文
を
奉
ら
し
め
て
い
る
。

一
方
時
範
自
身
は
惣
社
の
幣
殿
で
の
神
拝
が
終
る
と
、
宇
倍
宮
を
は
じ
め
坂

本
社

二
二
嶋
社

・
賀
呂
社

・
服
社
お
よ
び
美
歎
社

の
計
六
社
を
巡
拝
し
、
亥
刻

(午
後
十
時
頃
)
国
庁
に
戻

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
新
司

(時
範
)
と
館
侍
と
が
手
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因幡国庁と惣社 矢印は平時範の神(巡)拝 経路

 

分
け
し
て
管
内
諸
社
の
神
拝
を
行
な

っ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神

(巡
)
拝

に
用
い
ら
れ
た
幣
帛

・
神
宝
は
赴
任
後
惣
社
で
造
ら
せ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
奉
献
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
神
拝
は
い
わ
ゆ
る
国
幣

に
他
な
ら
な

い
。
官
幣
と
国
幣
に
つ
い
て
は
次
章
で
あ
ら
た
め
て
取
上
げ
る
が
、
こ
こ
で
は

惣
社
に
お
け
る
官
幣
と
諸
社

へ
の
国
幣
と

は
、
国
庁
を
結
節
点
と
し
て
行
な
わ

れ
る

一
連

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
憶

に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
な
お
時
範

の

巡
拝
し
た
諸
社
は
、
不
詳
の
坂
本
社
を
除

い
て
現
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
鳥
取

市
と
国
府
町
に
属
し
て
お
り
、
国
守
自
身
の
巡
拝
は
国
府
に
近
い
範
囲

に
限
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

㈲
三
月

一
日
は

「朔
幣
」
の
日
に
当
り
、
目
代
保
清
に
惣
社
と
宇
倍
宮
と
に

奉
幣
さ
せ
て
い
る
。
宇
倍
宮
は
国
庁
の
す
ぐ
北
に
あ
り
、
そ
の
社
司
久
経
は
介

久
経
と
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
在
庁
官
人
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
宇
倍
宮

も
国
庁
に
関
わ
る
神
仏
事
の
場
と
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た

(下
記

の
⑤
⑥
)。

た
と
え
ば
こ
の
月
に
入
り

「世
間
不

レ
閑
」
を
理
由
に
宇
倍
宮
で
百
座
仁
王
経

(六
日
)
、
大
般
若
経

(十
三
日
)
を
起
請
し
て
い
る
。
当
国
の
国
分
寺
は
国
庁

と
指
呼
の
間
に
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
種
の
法
会
が
神
社
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の

は
、

こ
の
時
代
に
進
行
し
た
神
仏
習
合
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
て
留
意
さ
れ
る
。

宇
倍
宮
は
そ
の
後
当
国

一
の
宮
と
さ
れ
た
。

⑧
惣
社
の
構
造
と
機
能

以
上
が

『時
範
記
』
に
記
さ
れ
た
、
国
庁
内
外
で
の
神
事

(お
よ
び
仏
事
)

で
あ
る
が
、
神
拝
と
惣
社

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
次

の
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

別
図
は
そ
れ
ら
に
基
づ

い
て
作
成
し
た
概
念
図
で
あ
る
。

①
惣
社
は
国
府

(庁
)

の
す
ぐ
そ
ば

(西
)
に
あ

っ
た

(全
体
と
し
て
は
国

庁
域
内
と
い
っ
て
よ
い
)。

②
惣
社
に
は
少
な
く
と
も
幣
殿
と
西
舎
が
あ

っ
た

(幣
殿
は
拝
殿
、
西
舎
は

い
わ
ゆ
る
庁
屋
の
類
で
あ
ろ
う
。
当
然
幣
殿

の
背
後
に
は
本
殿
が
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
)
。
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因幡国庁(三 角屋根 の小屋一帯 が政 庁)址 を西南方向か ら眺 める。 「惣社」の あ とは不詳。左手(北)の 山麓 に宇倍

神社が ある

③
国
守
は
着
任

の
儀
式

を
惣

社

(西
舎
)
で
行
な

い
、
直

ち

に

神
宝
造
り
に
着
手
、
管
内
諸
社

の
神
拝
も
惣
社

(幣
殿
)
か
ら

は
じ
め
て
い
る
。

④
惣
社
を
手
は
じ
め
と
す
る

「神

拝
」

(巡
拝
)
は
、
国
庁

に
近

い
神
社

に
つ
い
て
は
国
守
自
身

が
行
な
い
、
遠

い
所
は
館
侍
を

分
遣
し
て
い
る
。
こ
れ
を
行
な

っ
た
あ

と

「国
務
」
(三
月
二

日
)
を
は
じ
め
て
い
る
。

⑤
毎
月

一
日
の
朔
幣
は
惣
社

(お

よ
び
宇
倍
宮
、
の
ち
の

一
宮
)

で
行
な

っ
て
い
る
。

⑥
惣
社
に
は
社
司
が
い
た

(宇
倍

宮
の
社
司
久
経
が
在
庁
官
人
で

あ

っ
た
よ
う
に
、
宇
倍
宮
の
社

司
が
兼
ね
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
)。

⑦
惣
社
に
は
中
央
か
ら
の
神
宝
が

奉
献
さ
れ

(官
幣
)
、
管
内

の
諸
社

へ
は
着
任
後

に
つ
く

っ
た
神
宝
が
奉

献
さ
れ
た

(国
幣
)。

以
上
か
ら
当
国
の
惣
社
は
、
規
模
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
神
社
と
し
て

の
体
裁

(建
造
物

・
機
能
に
わ
た
り
)
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

因
幡
国

の
惣
社
は
国
庁
と
と
も

に
廃
絶
し
て
い
ま
は
な

い
が
、
国
庁
址

の
西
方

に

「惣
社
ノ
森
」
が
あ

っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で

『時
範
記
』
は
、
惣
社
の
初
見
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

惣
社

に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

『白
山
之
記
』

(『白
山
史
料
集
』
上
)
の
理

解
が
通
説
と
な

っ
て
い
る
。

白
山

の
宮
を

一
の
宮
と
名
つ
く
る
事
は
、
加
賀

の
国
の
、
越
前
の
国

の

加
賀
郡
た
る
の
時
も
、
越
前
の

一
の
宮
な
り
。
然
る
間
弘
仁
十
四
年

く
癸

な
お

卯
V
、
加
賀
を
国
に
立

つ
る
の
時
、
白
山
は
加
賀
の
国
の
尚

一
の
宮
な
り
。

菅
生
は
越
前
の
三
の
宮
た
る
の
処
、
加
賀
を
国
に
立

つ
る
の
時
、
加
賀
の

二
の
宮
と
な
す
。
気
比
は
二
の
宮
た
る
の
処
、
加
賀
を
国
に
立

つ
る
の
間
、

越
前
の

一
の
宮
と
な
す
。
凡
そ
国
々
に
必
ず
惣
社

・
一
の
宮
と
て
二
社
あ

ふ

な
み

ヘ

ヘ

へ

り
。
加
賀

の
国
に
は
白
山
は

一
の
宮
な
り
。
府
南
は
惣
社
な
り
。
府
南
を

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

惣
社
と
名
付
く
る
事
は
、
毎
月
朔
日
毎
に
、
国
の
勅
使
、
国
の
八
社
に
詣

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
て
御
幣
を
奉
り
、
こ
れ
を
礼
し
奉

る
。
か
の
八
社
を
廻
る
事
、
そ
の
煩

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ひ
あ
る
の
間
、

一
所
に
こ
れ
を
祝

ひ
奉
る
が
故
に
、
府
南
を
惣
社
と
名
付

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ
ら
そ

く

る

な

り

。

而

る

に
府

南

を

一
の
宮

と
号

し

、

白

山

と
諍

ふ
事

あ

り

。

そ

の

か

の

八

社

の
内

に

気

比

〈
越
前
の

一
の
宮
な
り
〉

あ

り

。

加

賀

を

国

に

立
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つ

る

の
以

前

は

、

気

比

は
越

前

の

二

の

宮

な

り

。

而

る

に
国

を

立

つ

る

の

後

は
、

越

前

の

一
の
宮

と

な

す

な

り

。

気

多

〈
能
登
の

一
の
宮
な
り
〉
、

白

山

〈
加
賀
の

一
の
宮
な
り
〉
、

こ

の

三

ケ

国

の

三

社

を

祝

ひ

奉

り

、

惣

社

と

号

す

る

が

故

に
、

一
の

宮

と

称

す

る

か

。

又
府

南

は

、

加

賀

を

国

に
立

つ
る

の

時

、

始

め

て

こ

れ

を

祝

ひ
奉

る

の
間

、

加

賀

の
国

の

一
の
宮

と

称

す

る

か

。

い
わ

二
説
共

に
以
て
そ
の
謂
れ
な
き
も

の
な
り
。
た
だ
し
能
登

の
国
は
越
中

の

能
登
の
郷
な
り
。
聖
武
天
皇
の
御
時
神
亀
年
中
に
国
を
立

つ
る
の
間
、
越

中
の
二
の
宮

の
二
神
は
、
越
中
の

一
の
宮
と
成
る
な
り
。
気
多
は
能
登
郡

の
時
も

一
の
宮
た
る
の
問
、
国
を
立

つ
る
の
日
も
な
ほ
能
登
の

一
の
宮
な

り
。
か
た
が
た
以
て
白
山
は

一
の
宮
の
条
、
分
明
な
り
。

す
な
わ
ち
国
守
に
よ
る
管
内
諸
社

へ
の
神
拝

(巡
拝
)

の
煩
を
省
く
た
め
に
、

国
庁
の
か
た
わ
ら
に

一
社
を
建
て
、
諸
神
を
合
祀
し
た
の
が
惣
社
で
あ
る
と
い

う
。
た
し
か
に
陸
奥
国

の
場
合
、
多
賀

城
の
政
庁
址
東
北
方
、
奏
社
地
区

に
あ

る
惣
社
を
訪
ね
る
と
、
鳥
居
を
く
ぐ

っ
た
所
に
陸
奥
国
三
十
二
郡
の
、
百
座

に

の
ぼ
る
式
内
社
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
多
賀
城
が
陸
奥
国
府
で
あ
り
、
当
社

が
陸
奥
国
中
の
神
々
を
合
祀
し
た
惣
社

で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
播

磨
国
の
惣
社
神
社
は
、
境
内

に
明
石
郡

、
印
南
郡
な
ど
国
内
の
郡
各
を
記
し
た

扁
額
を
掲
げ
る
小
祠
が
、
東
部
諸
郡
と
西
部
諸
郡
の
二
棟

に
分
け
て
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
■こ
れ
も
合
祀
の

一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
他
、
淡
路
国

の
惣
社
を
十

一
所
明
神
と
称
す
る
よ
う

に
、
合
祀
し
た
神

の
数
を
社
名
と
す
る

も
の
も
少
な
く
な

い
。
こ
れ
ら
の
事
例

か
ら
考
え
る
と
、
惣
社
が
管
内
諸
神
を

陸奥国惣社 合祀した神々が列記されている

 

合
祀
し
た
も
の
と
の
理
解

に
異
論
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
惣
社
の

出
現
や
成
立

は
、
国
守

の
巡
拝
が
止
め
ら
れ
た
時
期
、
旦
ハ体
的
に
は

『時
範

記
』

に
み
る
因
幡

の
惣
社
が
初
見
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十

一
世
紀
末

の
こ
と

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
当
然
、
惣
社
が
あ
る
の
は
巡
拝
が
終

っ
た
こ
と
の
何
よ
り
の
証
左
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で
あ
る
、
と
い
う
の
が
通
説
と
な

っ
て

い
る
。

し
か
し
果

し
て
そ
う

か
。
す

で
に
明

ら

か
な
よ
う

に
、
因
幡
国

で
は
神

(巡
)
拝
が
国
守
と
館
侍
と
に
よ

っ
て
行

な
わ
れ
、
し
か
も
現
に
惣
社
が
あ

っ

た
。

つ
ま
り
惣
社
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず

、
(依
然
と
し
て
)
巡
拝
が
行
な
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
説
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で

『時
範
記
』
の
記
事
を
用
い
な
が
ら
誰

一
人
と
し
て
こ
の
巡
拝
と
惣
社

の
併

存
す
る
奇
異
な
事
態
に
疑
問
を
呈
し
て
い
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
気
づ

い
て
い

な
が
ら
、
通
説
で
は
そ
の
矛
盾
が
説
明

で
き
な
い
た
め
に
、
直
視
す
る
こ
と
を

避
け
た
も
の
に
違

い
な
い
。
し
か
し
こ
の

"
矛
盾
"
に
真
正
面
か
ら
対
決
す
る

こ
と
な
し
に
、
解
決

の
い
と
口
は
見
出

せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
作
業
は
容

易
で
は
な
い
が
こ
こ
で
は
も
う

一
度
初
見
史
料
で
あ
る

『時
範
記
』

に
み
る
惣

社
の
再
検
討
か
ら
は
じ
め
た
い
。

そ
こ
で
先
に
整
理
し
た
惣
社
の
属
性

か
ら
、
惣
社
が
第

一
義
的

に
は
国
庁
に

付
属
す
る
神
祗
施
設
で
あ

っ
た
と
い
う

点
に
注
目
し
た
い
。

④

『為
房
卿
記
」
に
み
る
加
賀
国
府
南

社

因
幡
国
の
場
合
、
惣
社
は
神
社
と
し

て
の
体
裁
を
な
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は

狭
義
の
神
祗
の
み
な
ら
ず
、
国
守
の
着

任
儀
式
あ
る
い
は
国
務
始
め
の
雑
務
な

ど
も
行
な
わ
れ
た
。

い
わ
ば
国
衙
に
付
属
し
た
、
と
い
う
よ
り
国
衙
の
機
能
を

分
掌
し
た
神
祗
施
設
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
私
は
こ
れ
を

「
国
庁
神
社
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
て
い
る
が
、
惣
社
の
源
流
は
、
こ
の
国
庁
神
社

の
系
譜
を
辿
る
こ
と

の
な
か
に
し
か
見
出
せ
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
点
で
留
意
さ
れ
る
の
が
、
「府
南
社
」
な
る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
『時

範
記
』
か
ら
八
年
ほ
ど
前

の
こ
と
、
寛
治
五
年

(
一
〇
九

一
)
六
月
、
加
賀
守

と
し
て
下
向
し
た
藤
原
為
房
の
日
記

『為
房
卿
記
』

に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の

『為
房
卿
記
』
は

『時
範
記
』
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
任
国

で
の
受
領

の
行
動
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
も
関
係
部
分
を
抄
出
し
て
お
こ
う
。

σり
朔
幣
(七
月
)

、
、

(府
)
、

一
日
戊
午
、
天
晴
、
昨
日
大
雨
、
州
民
歡
悦
。
參

二
朔
幤
ハ
次
符
南
所
雨

讀
經
詰
願
難

蝶

瓏

遣
・館

虫
-

八

日

乙
丑
、
白

山

御

斎

會

未

明

解

除

、
令

レ
奉

二
東

遊

一

馬

以

二
用

代

一

為

レ
使

、

十

日

丁
卩
、

從

二
今

日

一
於

二
府

南

一轉

二
大

般

若

一上
道
御
祈

9

十

二

日
庚
午
、

自

二
今

日

一
於

二
白

山

一修

二
最

勝

講

一年
穀
所

ω

九

社

奉

幣

+
吾

壬
臥

國
分
斎
會
(髄
蘊

輿
轟

今
日
奉

一覽

埜

令
レ
申
二
上
洛

井
検
田
間
事
ハ

十
七
日
甲
戌
、
比
夕
乘
レ船
、

十
八
日
乙
亥
、
早
旦
歸
レ館
、
深
更
納
二于
鎰
於
倉
ハ
明
日
依
二衰
日
一也
、

㈲
上
洛

十
九
日
丙
子
、
早
旦
人
乘

ン
船
進
發
、
未
到

二
著
淡
津
泊
訥
依

二
勅
旨
田
沙

汰
ハ
今
日
逗
]留
境
内
訥

19



廿
日
丁
丑
、
曉
更
出

消

午
刻
蕃
蚕

肚
大
舟
生
迫

方
上
御
庄
司
事

儲
二豊
膽
《
即
以
解
レ纜
、
入
レ夜
着
二
敦
賀
宿
官
舎
、

(以
下
略
)

す
な
わ
ち
七
月

一
日
は

(日
照
り
続
き
で
あ

っ
た
の
か
)
昨
日
の
大
雨
で
州

民
歓
悦
し
、
府
南
社
で
の
祈
雨

の
読
経
を
結
願

(終
了
)
し
て
い
る
。
な
お
こ

の
日
に
朔
幣
を
行
な

っ
て
い
る
が
、
『時

範
記
』
か
ら
考
え
て
、
行
な
わ
れ
た

の
は
府
南
社
で
あ
ろ
う
。
十
日
に
は
同
じ
く
府
南
社
で
大
般
若
経
を
転
読
し
、

「
上
道
御
祈
」
す
な
わ
ち
帰
京

の
安
全
を

願

っ
て
い
る
。

十
五
日

に
は
国
分

(寺
)
で
斎
会

が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に

「府
南
御
輿
遷

御
」
と
の
注
記
が
あ
る
の
は
、
法
会
に
当
り
府
南
社

の
神
輿
が
国
分
寺

へ
運
ば

れ
た
と
の
意
か
。
十
日
の
行
事
と
い
い
こ

の
日
と
い
い
、
地
方
に
お
け
る
神
仏

習
合
が
こ
の
よ
う
な
形
で
進
ん
で
い
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
日

は
九
社
に
奉
幣
し
、
上
洛
な
ら
び
に
検
田

の
間
の
こ
と
を
申
さ
し
め
て
い
る
。

こ
の
九
社
奉
幣
は
管
内
の
神
社

へ
の
神
拝

の
こ
と
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
国

守
自
身

に
よ
る
巡
拝

か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
が
、
十
七
日
の
乗
船
、
十
八
日

の
帰
舘
す
な
わ
ち
国
府

に
戻

っ
た
と
あ
る
か
ら
、
十
五
日
-
十
八
日

(早
旦
)

の
三
日
を
要
し
て
巡
拝
を
行
な
っ
た
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。

府
南
社

に
関
す
る
記
事
は
以
上
で
あ
る
。

『為
房
卿
記
』
に
は
府
南
社
を
惣
社
と
は
記
し
て
い
な
い
が
、
当
社
が
そ
の
後

惣
社
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と

は

『白
山
社
記
』
な
ど
に
も
記
す
と

こ
ろ
で
間
違

い
な
い
。
こ
の
府
南
社
は
石
部
神
社
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
そ

㍗

加賀国府南社の森(石 川県小松市)

 

れ
は
と
も
か
く

『為
房
卿
記
』
の
記
述
か
ら
判
断
し
て
府
南
社
の
果
す
機
能
は

『時
範
記
』
の
惣
社
と
そ
の
ま
ま
重
な
り
合
う
。
加
賀
国

(石
川
県
)
の
国
庁

(址
)
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
分

っ
て
い
な

い
が
、
府
南
社
は
そ
の
名

の
如
く

国
府

(庁
)
の
南
に
あ

っ
た
神
社
の
意
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
呼
称
と
い
い
機
能

と
い
い
、
当
社
が
国
庁
神
社
で
あ

っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
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事
実
は
、
因
幡
や
加
賀

に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
種

の
国
庁
神
社
が
他
の
国
に
も
存

在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
わ
せ

る
。
以
下
、
国
庁
神
社
と
は
何
か
、
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

国
庁
裏
神
社
と
府
中
神
社

『時
範
記
』
と

『為
房
卿
記
』

の
記
事

に
よ

っ
て
、

い
う
と
こ
ろ
の
国
庁
神
社

は
遅
く
と
も
十

一
世
紀
の
末

に
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
国
庁
神

社
の
系
譜
を
遡
る
時
、
視
野
に
入

っ
て
く
る
の
が
、
神
階
授
与
の
記
事
に
登
場

す
る
国
衙

の
神
々
で
あ
る
。
神
階
授
与

と
は
延
暦

二
年

(七
▲
二
)
十

二
月
、

大
和
国
平
群
郡
の
久
度
神
を
従
五
位
下

に
叙
し
、
あ
わ
せ
て
官
社
と
な
し
て
い

る
如
き
を
い
い

(『続
日
本
紀
』)
、
奈
良
時
代

に
は
じ
ま
る
が
、
主

に
平
安
前

期
、
九
世
紀
を
通
じ
て
夥
し
い
数
の
事

例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
神
階

授
与
の
特
徴
は
右
の
久
度
神
に
も
み
る
よ
う
に
官
社
と
さ
れ
て
奉
幣
に
預
る
こ

と
1

記
録

の
上
で
は
官
社
に
列
す
る

(列
官
社
)
と
か
官
社
に
預
る

(預
官

社
)
な
ど
と
み
え
る
ー

で
、
そ
れ
ら
を
統

一
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

事
例
に
つ
い
て
は
先
行

の
研
究
に
ゆ
だ

ね
、
こ
こ
で
は
逐

一
あ
げ
な
い
。
そ
う

し
た
神
階
授
与
の
記
事

に
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
国
庁
の
神
が
登
場
す
る
。

ω
石
見
国
…

(国
)
府
中
神

(社
)

授
二下
總
國
正
五
位
下
意
富
比
神
正
五
位
上
O
石
見
國
從
五
位
下
大
歳
神
。

大
原
祚
竝
從
五
位
上
。
山
城
國
正

六
位
上
澄
水
神
。
市
河
神
。
出
羽
國
利

神
。
伯
耆
國
勝
宿
禰
禪
。
石
見
國
霹
靂
神
。
國
府
中
神
。
肥
前
國
宗
形
天

神
竝
從
五
位
下
。

(『一二
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
四
月
三
日
条
)

授

二
石
見
國
正
五
位
下
物
部
禪
正
五
位
上
ハ
從
五
位
上
勳
七
等
伊
甘
神
正

五
位
下
。
從
五
位
下
府
中
神
從
五
位
上
。
紀
伊
國
正
六
位
国

三
前
神
從
五

位
下
。

(同
右
、
貞
観
十
七
年
十
月
十
日
条
)

授

二
石
見
國
正
五
位
上
物
部
神
從
四
位
下
。
正
五
位
下
勳
七
等
伊
甘
祚
正

ヘ

ヘ

へ

五
位
上
。
從
五
位
上
府
中
神
國
分
寺
霹
靂
神
竝
正
五
位
下
。

(同
右
、
元
慶
三
年
九
月
四
日
条
)

②
伯
耆
国
…
国
庁
裏
神

(社
)

授

二
美
濃
國
從
二
位
中
山
金
山
彦
神
正
二
位
。
出
羽
國
從
三
位
勳
五
等
大

物
忌
祚
正
三
位
。
肥
後
國
正
四
位
下
阿
蘇
比
曄
神
正
四
位
上
。
和
泉
國
從

四
位
下
積
川
神
從
四
位
上
。
飛
騨
國
正
五
位
上
水
無
神
從
四
位
下
。
筑
前

國
從
五
位
下
鳥
野
神
。
信
濃
國
從
五
位
下
出
早
雄
神
竝
從
五
位
上
。
信
濃

國
正
六
位
上
鹽
野
神
。
和
世
田
神
。
薩
摩
國
正
六
位
上
多
夫
施
神
。
伯
耆

國
無
位
國
廳
裏
神
竝
從
五
位
下
。

(同
右
、
貞
観
十
五
年
四
月
五
日
条
)

こ
の
う
ち
後
者

の
国
庁
裏
神
社
は
、
鳥
取
県
倉
吉
市
国
府

の
久
米
ケ
原
丘
陵

に
現
存
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
八
年
に
こ
の
地
区
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た

際
、
柱
穴
、
根
石
列
あ
る
い
は
土
師
器
、
須
恵
器
、
緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、

円
面
硯
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
そ
の
範
囲
が
約
二
百
メ
ー
ト
ル
四
方
に
わ
た

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
官
衙
遺
跡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
数
次
に
わ
た

る
調
査
の
結
果
、
こ
こ
が
伯
耆
国
の
国
庁

(址
)
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
そ
れ

に
と
も
な

い
国
庁
裏
神
社
は
国
庁

の
東

に
位
置
す
る
、
文
字
通

り
国
庁
裏
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(7
)

(内
)
神
社
で
あ
る
こ
と
が
分

っ
た
。
こ
の
国
庁
裏
神
社
は
調
査
以
前

で
は
、

国
庁

の
裏

(背
後
)

に
あ
る
神
社
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
国
庁
を
そ
の
前
方

(南
)
に
あ

っ
た
と
す
る
見
方
も
存
し
た
が
、
こ
の

コ
袰
」
は
大
内
裏
、
内
裏

の
そ
れ
と
同
様
、
「
う
ち
」
の
意
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

伯
耆
国
の
国
庁
裏
神

(社
)
が
国
庁
域
内

に
祀
ら
れ
た
神

(神
社
)
で
あ

っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
二
年
前
に
現
わ
れ
る
石
見
国
の
国
府
中
神

(社
)
も
し
く

は
府
中
神

(社
)
も
そ
の
呼
称
か
ら
み
て
同
様

の
存
在
で
あ

っ
た
ろ
う
。
国
府

(衙
)
と

い
う
場
合
、
国
庁
よ
り
広

い
範
囲
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
『時
範

記
』
で
も
国
府
と
国
庁
と
を
混
用
し
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
場
合

(国
)
府
中

と
い
う
も
国
庁
裏
と
い
う
も
全
く
同

一
の
概
念
と
考
え
て
よ
い
。
石
見
の
府
中

し
も
こ
う

い

か
ん

神

(社
)
も
島
根
県
浜
田
市
下
府

(国
府
所
在
地
)
の
伊
甘
神
社

(右
の

『三
代

実
録
』
に
も
所
見
)
の
境
内
神
と
し
て
現
存
す
る
。
こ
の
方
は
国
庁
裏
神
社
と

ち
が
い
、
小
さ
な
祠

で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
、
国
庁
裏
神

(社
)
と
府
中
神

(社
)
は
、
呼
称
の
違

い
は
あ

っ
て
も
ひ
と
し
く
国
庁

に
付
設
さ
れ
て
い
た
神
社
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

ま
さ
に
私
が
い
う
と
こ
ろ
の
国
庁
神
社
に
他
な
ら
な
い
。
前
章
か
ら
用

い
て
い

る
国
庁
神
社

の
語
は
直
接
的
に
は
九
世
紀
に
現
わ
れ
た
こ
の
二
つ
の
神
社
を
総

称
す
る
言
葉
と
し
て
案
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
貞
観
元
年
五
月
七
日
官

社

に
列
せ
ら
れ
た
和
泉
国
の

「
旧
府
神

(社
)
」
や
対
馬
国
に
あ

っ
た
国
本
神

(社
)
と
い
う
の
も
同
類

で
あ
ろ
う
。

な
お
府
中
神
社
は
、
中
世
に
降

る
と
多
数

の
国
々
に
登
場
し
、
今
日
に
及
ん
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で
い
る
も
の
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
な
か
に
は
当
該
国

の
守
護
の
神
祗
政
策
に

よ
り
武
家

の
保
護
を
受
け
て
蘇
生
し
た
も

の
も
あ
る
し

(府
中
八
幡
宮
と
い
う

場
合
が
そ
れ
)、
府
中
と
い
う
も
そ
の
実
守
護
所
を
指
す
場
合
も
あ

る
か
ら
、

一
括
し
て
取
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
そ
う
し
た
府
中
神
社
の
多
く

が
国
庁
神
社

の
系
譜
を
引

い
て
い
る
と
み
て
差
支
え
な
い
。
そ
の
他
守
公
神
社

と
い
っ
た
も
の
も
同
類
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
平
安
時
代
の
記
録
に
は
み
え
な

く
て
も
、
実
在
し
た
国
庁
神
社
は
他

に
い
く
ら
も
あ

っ
た
ろ
う
。
と
い
う
よ
り

基
本
的

に
は
各
国
の
国
府
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
う
し
た
神
社
が
付
設
さ
れ
て
い
た
と

み
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

国
庁
に
付
属
す
る
宗
教
的
機
関
と
し
て
仏
教
界
の
国
分
寺

・
同
尼
寺
が
あ

っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
前
身
と
し
て
国
府
寺
の
存
否
と
か
、
大
興

寺
と
い
っ
た
中
国
の
官
寺
を
模
倣
し
た
と
推
測
さ
れ
る
由
緒
の
古

い
寺
と
の
関

係
な
ど
、
議
論

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
反
し
て
国
庁
の
神
祗

施
設
に
つ
い
て
は
、
平
安
後
期
に
あ
ら
わ
れ
る
惣
社
や

一
宮

・
二
宮
は
取
上
げ

ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
に
遡

っ
て
関
心
が
持
た
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か

っ

た
し
、
地
方
神
祗
の
世
界
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
と
い
っ
て
過
言
で

は
な
い
。
こ
れ
は
国
庁
神
社
と
い
う
観
点
そ
の
も
の
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
に

原
因
が
あ
り
、
神
祗
史
研
究

の
盲
点
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
れ

ま
で
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
を
ふ
く
め
て
、
あ
ら
た
め
て
問
題
点
を
整
理
す
れ
ば
、

次

の
二
点
に
要
約
で
き
よ
う
。

ω
国
庁
神
社

(国
庁
裏
神
社
と
府
中
神
社
)
が

(記
録
の
上
で
)
九
世
紀
半
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ば
に
登
場
す
る
背
景
は
な
に
か
。
こ

の
時
期
特
有
の
問
題
が
あ

っ
た
の
か
。

ω
九
世
紀

の
国
庁
神
社
と
十

一
世
紀

の
惣
社
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

以
下
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
国
庁
神
社
に

つ
い
て
そ
の
実
態
や
機

能
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三

中

臣

・
忌
部
氏

と
地
方
神

へ
の
官
幣

国
庁

(神
社
)
の
も

っ
た
宗
教
的
機
能

に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
管
内

の
諸

神

(社
)
に
国
守
が
奉
幣
す
る

「
国
幣
」

の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
国
幣

の
制

は
延
暦
十
七
年

(七
九
八
)
に
は
じ
ま
る

と
い
う
の
が
通
説

で
あ
る
。
こ
の
年

九
月
の
祈
年
祭
に
当
り
、
諸
社

へ
の
奉
幣
が
官
幣
と
国
幣
と
に
分
離
さ
れ
、
そ

れ
が
以
後
踏
襲
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
拠
と
さ
れ
る
の
が
次
に
掲
げ

る

『類
聚
国
史
』

(巻
十
神
祗

「祈
年
祭
」
、
巻
十
九
神
祗

「祝
」)
の
記
事

で
あ

る
。

七

ω
十
七
年
九
月
癸
丑
、
定
下
可

レ
奉

二
斫
年
幤
帛

一
抻
杜
P
先

レ
是
、
諸
國
祀

等
、
毎
レ年
入
レ
京
、
各
受
二幤
帛
ハ
而
道
路
僻
遠
、
往
還
多
ン
艱
、
今
便
用
二

當
國
物
ハ

す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
祈
年
祭
に
当

っ
て
奉
幣
さ
れ
る
神
社
を
定
め
る

が
、
そ
れ
は
祝
ら
が
毎
年
入
京
し

(神
祗
官
で
)
幣
帛
を
受
け
取
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
に
も
拘
ず
、
道
路
の
僻
遠
、
往
還

の
艱
難
を
理
由

に
上
洛
し
な
い
、

そ
こ
で
神
社
を
定
め
、
そ
の
幣
帛

に
は

「当
国
の
物
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
国
の
物
を
用
い
る
と
は
、
当
該
国
の
正
税
官
物
を
も

っ
て
幣
帛
を
つ
く
る
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
を

(国
司
の
手
を
通
し
て
)
神
社
に

奉
る
こ
と
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
方
式
が
適
用
さ
れ
た
の
は
の
ち
の
関

係
文
書
か
ら
い
っ
て
畿
外

の
国
々
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
こ
れ
に
よ
り
畿
内
は
従

前
通
り
の
官
幣

に
対
し
て
外
国
は
国
幣
に
切
り
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
が
国
幣
11
国
幣
社
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
、
と

い
う

の
が
神
道
史

の
常
識
で

あ
る
。

こ
の
時

の
措
置
に
つ
い
て
み
る
限
り
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
地
域

に
よ
る
官
幣
と
国
幣

の
分
離
が
こ
れ
以
後
も
踏
襲
さ
れ
た
と
み
る
の
は
正
し
い

認
識
と
は
い
え
な

い
。
そ
の
こ
と
は
同
じ
く

『類
聚
国
史
』

(神
祗
巻
十
九
)

に
の
せ
る
弘
仁

八
年

(八

一
七
)
二
月
六
日
神
祗
官
解
②
を
は
じ
め
、
『類
聚

三
代
格
』
に
の
せ
る
斉
衡
二
年

(八
五
五
)
五
月
二
十

一
日
付
太
政
官
符
㈹
や

同
じ
く
貞
観
十
七
年

(八
七
五
)
三
月
二
十

八
日
付
官
符
ω
に
よ

っ
て
明
ら
か

で
あ
る
。

　

②
嵯
峨
天
皇
弘
仁
八
年
二
月
丙
申
。
神
祗
官
言
。
所
年
月
次
等
祭
日
。
諸
杜

祀
部
等
。
事
須
下
參
]
集
祭
庭
。
受
レ
幤
供
上
レ
神
。
而
比
年
之
問
。
未
レ
有
二

參
會
ハ
仍
幤
吊

一
百
卅
二
裹
。
収
二
諸
官
庫
。
無
レ
人
二預
付
。
伏
望
。
准
二

寶
龜
六
年
格
。
頒
レ
幤
之
日
。
不
參
祀
部
。
不
レ
論

二
有
位
無
位

一
一
切
還

本
。
許
レ
之
。

(『類
聚
国
史
』
巻
十
九
、
神
祗

「祝
」)

⑧
太
政
官
苻

應
レ奉
二所
年
月
次
新
甞

・
薯
祭
幤
一事

右
滑
二神
祗
官
觧
一僻
。
檢
二
案
内
。
武
藏
。
下
總
。
安
房
。
常
陸
。
若
狹
。
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丹
後
。
播
磨
。
安
藝
。
紀
伊
。
阿
波
等
國
神
杜
幤
。
須
二
依
レ格
祀
部
受
取

供
祭
。
而
頃
年
緩
怠
曽
不
二
勞
受
。
徒
積
二
庫
底

一無
レ
由
二
走
奉
。
斯
固
裡

途
遼
遠
往
還
難
澁
之
所

レ
致
也
。
望
請
。
差

レ
使
令

レ
奉
。
謹
請

二
官
裁

一

者
・
磁
齷

宣
・
奉

レ
勅
依

レ
請
。

但
戸

今
以
後
。
宜
隴

.
二
貢
調
大
帳

ユ

マ
ハ
リ
ツ

ヘ
シ
ン
テ

菩
使
一迭
上
レ之
。
仍
須
二官
長
齋

敬
、

躬
奉
。
不
ン得

二
踈
畧
O

イ
ゴ
モ
リ

齊
衡

二
年
五
月
廿

一
日

(『類
聚
三
代
格
』
巻

一
、
祭
并
幣
事
)

ω
太
政
官
苻

應
レ附
二
迭
税
帳
大
帳
朝
集
芽
使
諸

杜
不
レ
受
所
年
月
次
新
甞
薯
祭
幤
帛
一

事右
潯
二神
祗
官
觧
一僻
。
件
芽
祭
幤
帛
。
依
二祀
部
不
一レ參
納
コ置
官
庫
。
謹

案

二
齊
衡
二
年
五
月
廿

・
日
格

一
俗
。
武
藏
。
下
総
。
安
房
。
常
陸
。
若

狹
。
丹
後
。
播
磨
。
安
藝
。
紀
伊
。

阿
波
菩
國
不

レ
受
幤
帛
。
自

レ
今
以

後
。
宜
下
附
二
貢
調
大
帳
等
使

一迭
上
レ
之
者
。
而
貢
調
使
不
レ
着
二
此
官
。
但

税
帳
大
帳
朝
集
使
尊
爲

レ
例
來
着
。
今
如
二
格
條
。
外
國
諸
杜
不
レ
受
幤
帛

可
レ
附
二大
帳
使
O
畿
内
祀
部
不
レ
受
幤
帛
未

レ被
二
處
分
。
望
請
。
畿
内
外

國
不
レ
受
幤
物
同
附
二
件
三
箇
使

一
班
迭
。
但
頒
二
幤
帛

一
之
日
不

レ
參
祀
部

者
。
濆
下
依
レ
格
先
科

レ
秡
令
上
レ愼

二
將
來
ハ
若
獪
不
レ
悛
。
將

レ從
二
觧
却
。

　
　
　
　

謹
請
二
官
裁

一者
。
右
大
臣
宣
。
依

レ請
。

貞
観
十
七
年
三
月
廿
八
日

⑤
太
政
官
苻

應
下
殊
加
二檢
察

一敬
祀
四
箇
祭
上
事
。

ト
シ

コ
ヒ

ツ
キ
ナ
ミ

ニ
ヒ
ナ
メ

右
檢

二
案
内
。
二
月
所
年

・
六
月
十

二
月

≧
次
十

一
月
新
甞
祭
等
者
。
國

家
之
大
事
也
。
欲

レ
令

下
歳
実
不
レ
起
。
時
令
順
上
レ度
。
預
二
此
祭

一
神
。

京
畿
外
國
大
小
通
計
五
百
五
十
八
杜
。
目
レ
茲

「之
」
特
致
二潔
齋

一愼
令
二

祭
祀
。
而
敬
惟
踈
簡
。
礼
非
二
如
在
O
毎
レ至
二祭
日
一鼾
濫
雲
集
。
至
レ献
二

幤
帛

一老
少
爨
攤
。
徒
有
二陳
設
之
營
O
曽
無
二供
神
之
實
。
祢
宜
祀
部
濆
下

ミ
テ

向
二神
祗
官
一敬
受
二幤
物

一虔
奉
中
其
杜
抄
而
件
薯
人
無

レ致
二
其
敬
O
或
雇

出
二身
代

一不
二自
參
進
O
或
雖
二
躬
受
取
一無
レ心
二
奠
祭
O
頑
愚
之
輩
狎
コ贖

禪
禁
。
神
靈
之
崇
職
此
之
由
。
凡
祭
レ神
之
礼
。
以
二
神
主
祢
宜
祀
部
一爲
二

其
齋
主
。
而
不
レ勤
二
職
掌

一疎
二
畧
神
事
。
非
二
唯
神
主
芽
之
怠
。
還
又
齋

官
不
レ加
二糺
勘

一之
所
レ致
也
。
中
納
言
兼
右
近
衛
大
將
從
三
位
行
春
宮
大

ウ
ケ
モ

ハ
ル

ニ

夫
藤
原
朝
臣
時
平
宣
。
奉

レ
勅
。
自
レ
今
以
後
。
京
内
諸

「
國
」
杜
。

所
レ帶
諸
司
殊
加
二檢
察
。
畿
内
外
國
當
國
官
長
相
共
監
臨
。
祭
祀
之
日
必

致
二
齋
敬
O
若
祭
事
不
レ愼
。
監
察
有
レ怠
者
。
官
司
處
二之
重
責
O
神
主
祢

宜
祀
部
菩
科

レ
秡
觧

レ
職
。

一
如
二
貞
観
十
年
六
月
廿
八
日
格
。
曽
不
二
寛

宥
O

寛
平
五
年
三
月
二
日

(同
前
)

す
な
わ
ち
②
に
よ
れ
ば
、
祈
年
祭

(
二
月
)
を
ふ
く
め
て
月
次
祭

(六
月

.

十
二
月
)、
新
甞
祭

(十

一
月
)
の
奉
幣
に
つ
い
て
、
武
蔵
以
下
十

一
ケ
国
の

神
社
に
奉
る
幣
帛
は
、
祝
部
が
受
け
取
り
祭

に
供
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、



近
頃
は
緩
怠
し
て
受
け
取
ら
な
い

(そ

の
理
由
は
前
述

に
同
じ
)。
そ
こ
で
こ

れ
以
後
は
い
わ
ゆ
る
四
度
使
の
う
ち
貢
調
使

・
大
帳
使
に
附
し
て
送
り
、
官
長

(国
守
)

に
奉
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
地
域
を
限

っ
て
は

い
る

が
、
こ
れ
は
中
央

の
神
祗
官
で
用
意
し

た
幣
帛
を
分
班
し
て
い
る
わ
け
で
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
官
幣

(の
変
型
)
で
あ
る
。
ω

の
官
符
も
、
斉
衡
二
年

の
官
符
に

も
拘
ら
ず
外
国
は
も
と
よ
り
畿
内
の
祝
部
も
幣
帛
を
受
け
な
い
と
し
て
、
神
祗

官
に
来
な
い
貢
調
使
を
除
く
三
箇
使

(税
帳
使

・
大
帳
使

・
朝
集
使
)
に
附
し

て
班
送
す
べ
き
で
あ
る
、
不
参

の
畿
内
祝
部
も
罪
科
に
処
す
べ
き
で
あ
る
、
と

し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
同
じ
く
寛
平
五
年

(八
九
三
)
の
官
符
㈲
に
も
引
き

継
が
れ
、
対
象
も
全
国
に
広
げ

て
い
る
。

こ
れ
ら

一
連

の
措
置
は
、
四
度
使
も

し
く
は
三
箇
使

の
帰
国
に
託
し
て
畿
内

は
も
と
よ
り
外
国
に
も
幣
帛
を
送
り
届

け
よ
う
と
努
め
た
も
の
で
、
本
来
の
官

幣
方
式
の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
延
暦
十
七
年
の

措
置
に
よ

っ
て
地
方
諸
社
は
国
幣
に
切

り
換
え
ら
れ
た
と
み
る
の
が
誤
り
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
延
暦
の
方
針
は
そ
の
後
撤
回
さ
れ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

留
意
さ
れ
る
の
は
、
延
暦

の
際
は
祈
年
祭
に
関
わ
る
だ
け
の
も
の
が
、
あ
と

の
場
合
は
祈
年
祭
だ
け
で
な
く
、
月
次
祭

(二
回
)
や
新
甞
祭
が
加
わ
り
、
四

ケ
祭
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い

っ
た
ん
国
幣

に
さ
れ
た
も
の
が
再
び
官

幣
に
戻
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
制

度
的
な
拡
大
に
伴
う
見
直
し
が
図
ら
れ

た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
景
に
政
府
の
思
惑

(地
方
神
祗
の
掌
握
)
と
神

祗
氏
族

で
あ

っ
た
中
臣

・
忌

(斎
)
部
両
氏

の
深
い
関
わ
り
が
あ

っ
た
こ
と
は

間
違

い
な
い
。

そ
う
考
え
る
の
は
他
で
も
な
い
、
こ
の
時
期
、
中
臣

・
斎
部
両
氏

に
よ
る
次

の
よ
う
な
活
動
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『文
徳
実
録
』
仁
寿

二
年

(八
五

二
)
十
月
五
日
条
に
、

遣

二
中
臣

・
忌
部
両
氏
人
ハ
向

二
五
畿
七
道
諸
神
社
ハ
奉

レ
幤
賽

二
宿
薦

也
、

と
あ
る
の
を
初
見
と
し
、
と
く

に
貞
観
か
ら
元
慶
年
間

に
か
け
て

(『一二
代
実

録
』)、
こ
の

「両
氏
氏
人
」
も
し
く
は

「両
氏
六
位
以
下
」
が
分
遣
さ
れ
、
五

畿
七
道

の
境
内
神
社

に
班
幣
し
た
記
事
が
頻
出
す

る
。
貞
観
十
七
年

(八
七

五
)
八
月
二
十
五
日
の
場
合
は
、
神
祗
官

・
陰
陽
寮
に
火
災
の
気
が
あ
る
と
の

理
由

で
、
中
臣

・
忌
部
両
氏
六
位
以
下
を
分
遣
、
五
畿
七
道
諸
国

の
境
内
神
社

に
班
幣
し
た
と
あ
り
、
以
下
、
元
慶
元
年

(八
七
七
)
二
月
二
十
七
日
、
同
年

九
月
二
十
五
日
、
同
八
年
二
月
二
十

一
日
、
同
年
八
月
十
六
日
な
ど
に
同
種

の

記
事
を
見
る
。
そ
し
て
記
事
内
容
か
ら
い
っ
て
、
こ
の
間
の
、
た
と
え
ば
貞
観

六
年
七
月
十
七
日
、

(使
者
を
)
五
畿
七
道
諸
国
に
下
し
境
内
大
小
諸
神

に
班

幣
、
と
あ
る
如

き
も
、
実
際
に
派
遣

さ
れ
た
の
は
中
臣

・
忌
部
両
氏

の
氏
人

(六
位
以
下
)
た
ち
で
あ

っ
た
と
み
て
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
疫
病
の
流
行
と
か
、
応
天
門
の
火
災
と
い
っ
た
天
下
の

恠
異
に
際
し
て
行
な
わ
れ
た
臨
時
の
奉
幣
に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
先
に
み

た
祈
年
祭

・
月
次
祭
あ
る
い
は
新
甞
祭

の
よ
う
な
国
家
的
な
祭
時

で
は
な
い
が
、
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国庁神社の登場

そ
の
奉
幣
使
と
し
て
神
祗
氏
族
た
る
中

臣

・
忌
部
両
氏
が
地
方

に
下

っ
て
い
る

事
実
は
重
大
で
あ
ろ
う
。
諸
国
か
ら
幣

帛
を
受
け
取
り
に
来
な
か

っ
た
事
実
を

考
え
る
と
、
両
氏
が
そ
れ
を
肩
代
り
す
る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
の
勢
力
の
扶
植

を
図

っ
た
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
官
幣

へ
の
復
古
策
-

神
祗
の
拡
充
策

は
、
両
氏

の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
と
み
た

い
。

中
臣

・
忌
部
氏
と
い
え
ば
、
古
く
か
ら
の
神
祗
氏
族
で
あ
り
、
互

い
に
競
合

対
抗
し
合

っ
て
い
た
。
忌
部
氏
の
主
張
や
立
場
が
分
る

『古
語
拾
遺
』
も
そ
う

(
8

)

し
た
文
献
で
あ
る
が
、
と
く
に
興
味
を

惹
く
の
は

『日
本
後
紀
』
大
同
元
年

(八
〇
六
)
八
月
十

日
条
の
記
事

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
両
氏
が
互

い
に

訴
え
て
お
り
、
双
方
次
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

中
臣
氏
は
、
忌
部
氏
は
も
と
も
と
幣
帛
を

つ
く
り
、
祝
祠
は
申
さ
な
い
、
し

た
が

っ
て
忌
部
氏
を
幣
帛
使
と
な
す

べ
き
で
な

い
、
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
忌

部
氏
側
の
主
張
は
、
奉
幣
祈
薦
は
忌
部

氏
の
職
業
で
あ
る
、
し
た
が

っ
て
忌
部

氏
を
幣
畠
使
と
な
し
、
中
臣
氏
は
祓
使

に
預
る
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
。
そ
の

結
果
下
さ
れ
た
勅
裁
は
、
「常
祀

の
他
、
奉
幣
の
使
は
両
氏
を
相
半
し
て

(同

じ
よ
う
に
)
取
り
用
う

べ
し
」
と
い
う

折
衷
案
で
あ

っ
た
。
ま
さ
し
く
両
氏

(氏
人
)
が
奉
幣
使
と
な

っ
て
い
る
わ
け

で
、
官
幣
の
新
展
開
は
こ
の
時
の
措

置
が
ひ
と
つ
の
き

っ
か
け
に
な

っ
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

も

っ
と
も
現
実
に
は
そ
の
後
中
臣
氏
が
忌
部
氏
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
り
、

後
者
は
九
世
紀
末
ま
で
に
事
実
上
衰
滅

す
る
。
し
た
が

っ
て
右
の
事
実
は
、
忌

部
氏
が
最
後
の
光
茫
を
放

っ
た
時

の
も

の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
中

臣
氏
は
伊
勢
神
宮
に
神
祗
官
と
し
て
深
く
関
わ
り
、
伝
統
的
な
神
官
氏
族
で
あ

っ
た
荒
木
田

・
度
会
両
氏
と
の
対
立
を
克
服
し
、
祭
主

・
宮
司
と
し
て
神
宮
を

掌
握
す
る
に
至
る
。
し
か
も
度
々
に
の
ぼ
る
使
者

の
地
方
派
遣
は
、
費
用

の
点

で
も
、
ま
た
人
数
の
上
か
ら
も
、

一
氏
族
で
賄

い
切
れ
る
も
の
で
は
な

い
で
あ

ろ
う
。
お
の
ず
か
ら
国
庁
11
国
守

に
そ
の
役
割
が
肩
代
り
さ
れ
て
行

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
九
世
紀
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

一
連
の
活
動
を
看
過
し
て
は
、

神
祗
氏
族
と
し
て
の
両
氏
を
語

っ
た
こ
と
に
な
ら
な

い
。
九
世
紀
に
お
け
る
神

祗
政
策
、
旦
ハ体
的
に
は
官
幣
政
策
の
展
開
が
、
中
臣

・
忌
部
両
氏
が
神
祗
氏
族

と
し
て
の
命
運
を
か
け
て
競

い
合
う
な
か
で
見
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
の

認
識
は
重
要
で
あ
る
。

中
臣

・
忌
部
両
氏
の
関
わ

っ
た
神
祗
政
策
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
先
例

は
平
安
朝
以
前

に
遡
る
が
、
や
は
り
九
世
紀
に
至

っ
て
昂
揚
す
る

「列
官
社
」

と

「神
階
授
与
」
も
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
う
ち
神
階
授
与
は
府
中
神

(社
)

や
国
庁
裏
神

(社
)
が
そ
の
記
事

の
な
か
に
登
場
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
際
に

ふ
れ
た
。
地
方
の
列

(預
)
官
社
と
は
、
霊
験

の
あ
る
神

(社
)
を
官
社

に
列

し
、
幣
帛

に
預
ら
し
め
た
こ
と
を
い
う
。
神
に
位
を
与
え
て
神
階
を
高
め
、
官

幣
に
預
ら
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
行
な

っ
た
地
方
神
祗
の
吸
収

・
再
編
成
と
い

っ
て
よ

い
。
仁
寿
元
年

(八
五

一
)
正
月
二
十
七
日
に
は
、
天
下

の
諸
神

に
、

有
位
無
位
を
論
ぜ
ず
正
六
位
上

に
叙
し
て
い
る
が

(『文
徳
実
録
』)、
こ
れ
に
漏

れ
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
後
も
数
多
く
の
加
階
記
事
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
中
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臣

.
忌
部
両
氏
の
活
動
か
ら
、
こ
れ
ら

の
神
階
授
与

の
仲
介
を
し
た
の
も
、
ま

た
中
臣

・
忌
部
両
氏
で
あ

っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
中
臣

.
忌
部
両
氏
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
さ
ら
に
注
目

さ
れ
る
。

そ
れ
は
元
慶
元
年

(八
七
七
)
九
月
二
十
五
日
、
大
甞
祭

に
際
し
て
五
畿
七

道
諸
国
に
奉
幣
さ
れ
た
が
、
中
臣

・
忌
部
両
氏
人
が
分
遣
さ
れ
た
境
内
諸
神
は

三
、
=
二
四
神
で
あ

っ
た

(『一二
代
実
録
』)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
奉
幣
の
対
象
と
さ
れ
た
神
社

の
数
三
、
=
二
四
神
と
は
、
の
ち

に

『延
喜
式
』
神
名
帳
に
登
載
さ
れ
る
神
社
ー

い
わ
ゆ
る
式
内
社

の
数
三
、

=
二
二
神

の
も
と
に
な

っ
た
数
字
で
あ

ろ
う
。
『延
喜
式
』
編
纂
当
時
、
官
幣

も
し
く
は
国
幣
に
な

っ
て
い
た
も
の
が
式
内
社
と
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

式
内
社
の
成
立
の
背
景

に
、
奉
幣
使
と
し

て
下
り
、
あ
る
い
は
神
階
授
与

に
関

わ

っ
た
神
祗
氏
族
、
中
臣

・
忌
部
両
氏

の
積
極
的
な
関
与
が
あ

っ
た
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
奉
幣

に
つ
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
貞
観
八
年

四
月
十
四
日
、
応

天
門
の
火
災

に
関
し
て
五
畿
七
道
諸
国

の
境
内
諸
神
に
奉
幣
し
た
際
、
長
官

(国
守
)
に
潔
斎
せ
し
め
、
み
ず
か
ら
社

頭
に
伺

い
奉
幣
す
る
よ
う
命
じ
て
い

る
こ
と
で
あ
る

(『一二
代
実
録
』)。
こ
れ
に
よ
り
、
使
者
を
派
遣
し
て
a
地
方
神

へ
の
奉
幣
、

つ
ま
り
官
幣
も
、
実
際
に
は
そ
れ
を
承
け
た
長
官
N
国
守
が
社
頭

に
赴

い
て
こ
れ
を
行
な
う
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
い
う
こ
と

は
名
は
官
幣
で
も
、
そ
の
実
は
国
幣
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
章
の
は

じ
め
に
述

べ
た
延
暦
十
七
年
九
月
に
お
け
る
官
幣
と
国
幣
の
分
離
は
、
そ
こ
で

指
摘
し
た
よ
う
に

一
時
的
な
措
置
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後
撤
回
さ
れ
て
官
幣

に

戻

っ
た
。
そ
の
点
通
説
は
改
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
趨
勢
と
し
て
は
、

右
の
よ
う
な
意
味

に
お
い
て
手
続
き
上
国
幣
化

へ
移
行
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
は

十
分
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

国
守
が
こ
う
し
た
形
で
神
祗
に
関
わ
り
、
そ
の
主
体
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
国
庁
が
地
方
神
祗
の
場
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
時
期
は
遡

る
が
、
承
和
六
年

(八
三
九
)
九
月
二
十

一
日
の
勅

で
、
そ

れ
ま
で
毎
年
正
月
八
日
か
ら
十
四
日
の
間
、
諸
国
国
分
寺

で
行
な
わ
れ
て
来
た

最
勝
王
経
の
転
読
、
吉
祥

・
悔
過

の
法
会
を
、
こ
れ
か
ら
は

「庁
事
」

で
行
な

う
こ
と
と
さ
れ
た
如
き
も
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
庁
事
と
は
庁
治
と
も
書
き
国
庁
を

さ
す
が
、
こ
れ
は
本
来
国
分
寺
で
行
な
う
べ
き
法
会
が
国
庁
で
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
む
ろ
ん
法
会
の
す
べ
て
が
国
庁

に
移

っ
た
わ

け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
国
分
寺
が

一
国

の
法
会
を
遂
行
す
る
能
力
を
失
い
つ
つ

あ

っ
た
こ
と
も
事
実

で
、
そ
れ
は
経
済
的
な
問
題
以
外

に
、
元
来
は
中
央
か
ら

派
遣
さ
れ
た
僧
侶

の
供
給
源
が
枯
渇
し
た
こ
と
も
大
き
い
。
そ
こ
で
有
力
寺
院

の
末
寺
と
な
り
、
経
済
的
に
も
人
事
の
上
で
も
そ
の
系
列
下
に
属
し
た
国
分
寺

だ
け
が
中
世
に
生
き
延
び

て
い
る
。
国
庁
で
の
法
会

の
旦
ハ体
的
な
場
に
つ
い
て

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
国
庁
神
社
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
国
庁
は
、
九
世
紀
に
顕
著
と
な

っ
た
地
方
神
祗
政
策
の
展
開

に
つ
れ
て
宗
教
的
な
…機
能
を
高
め
、
そ
れ
に
と
も
な

い
国
守
の
果
す
役
割
も
大
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き
く
な

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
背
景
に
、
中
臣

・
忌
部
両
氏
の

働
き
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
し
て
両
氏

の
消
長
が
国
庁
神
社
の
登
場
を
促
し
、

そ
の
役
割
を
高
め
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
確
認
し
て
お
き
た

い
。

い
う
と
こ
ろ

の
国
庁
神
社
が
九
世
紀
に
登
場
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

四

惣
社
の
成
立

国
庁
神
社
は
、
以
前
述
べ
た
よ
う
に
神
階
授
与
の
記
事

の
な
か
に
登
場
し
た

が
、
も
う

一
度
そ
の
記
事
を
眺
め
る
時
、

ひ
と

つ
の
事
実

に
気
付
く
。
そ
れ
は
、

神
階
を
受
け
た
の
が
神
社
で
は
な
く
神

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
石

見
国
の
場
合
で
い
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神

社
は
伊
甘
神

・
大
原
神

・
霹
靂
神
と

い
っ
た
固
有
の
神
名
を
も

っ
て
お
り
、
神

階
は
そ
れ
ら
の
神
に
与
え
ら
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
国
庁
神
社

の
場
合
、
神

階
の
対
象
は
、
国
府
中
神
、
略
し
て
府

中
神

(石
見
国
)
や
国
庁
裏
神

(伯
耆
国
)
で
あ

っ
て
、
具
体
的
な
神
名
が
な

い
。

(国
)
府
中
神
と
か
国
庁
裏
神
と
は
、
国
府

(庁
)
の
な
か
に
祀
ら
れ
て

い
る
神
と
の
意
で
あ
り
固
有
名
詞
で
は

な
い
。
「守
宮
神
社
」
(甲
斐
)
「守
公

神
社
」
(大
隅

・薩
摩
)
「府
守
神
社
」

(長
門
・紀
伊
)
な
ど
に
し
て
も
同
様
で
あ

ろ
う
。
い
わ
ば
名
も
な
き
神
、
個
性
を
持
た
ぬ
神
、
そ
れ
が
国
庁
神
社

の
神
で

あ

っ
た
。

国
庁
神
社
と
は
い
っ
た
い
何

か
。

一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に

『時
範
記
』

に
み
る
因
幡

の
国
庁
神
社

こ
と
惣
社
は
、

国
庁
の
建
物
の
西

に
あ
り
、
全
体
を
囲
繞
す
る
垣

(西
門
が
あ

っ
た
か
ら
東
門

も
あ

っ
た
ろ
う
)
の
な
か
に
、
少
な
く
と
も
幣
殿
と
西
舎
が
あ
り
、
幣
殿
を
拝

殿
と
み
れ
ば
、
そ
の
奥
に
神
を
祀
る
本
殿
が
あ

っ
た
と
み
て
よ

い
。

つ
ま
り
そ

の
限
り
で
は
神
社
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
本
殿
に
祀
ら

れ
、
奉
幣
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
名
も
な
き
神
だ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
は
国
庁
神
社
と
い
う
も
の
が
国
庁
に
お
け
る
神
祗
施
設
、
す
な
わ

ち
国
庁
で
行
な
う
神
祗
行
事
の
た
め
の
場
で
あ
り
、
そ
の
…機
能
を
果
す
べ
き
空

間
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
極
言
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
神
の
存
在
は
不
可

欠
の
条
件
で
は
な
か

っ
た
。
神
殿
は
そ
こ
に
神
を
迎
え
る
べ
き
座
で
あ
り
、
そ

こ
は
虚
な
る
世
界
だ

っ
た
。

国
庁
神
社
は
新
任
の
国
守
が
任
初
の
儀
式
-

官
符
請
印
や
印
鎰
受
領
な
ど

を
行
な
う
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
毎
月
朔
日
に
行
な
う
朔
幣
は
も
と
よ
り
、

恒
例
臨
時
の
神
事
に
際
し
て
は
こ
こ
で
管
内
諸
神

へ
奉
る
幣
帛
や
神
宝
を

つ
く

り
、
こ
こ
か
ら
諸
社

へ
の
神

(巡
)
拝

に
出
立
す
る
な
ど
、
国
庁

11
国
守

の
関

わ
る
す
べ
て
の
神
祗
執
行
の
場
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
因
幡
国
で
み
た
よ
う

に
、

神
拝
の
当
日
、
ま
ず
惣
社
に
京
か
ら
の
神
宝
が
奉
献
さ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ

よ
う
。

こ
の
神
拝
は
惣
社

へ
の
官
幣
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
十
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
本
格
化
す
る
国
司

(守
)
神
拝

(巡
拝
)

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
が
、
そ
こ
で
の
関
心
は
、

十

一
世
紀
末
に
登
場
す
る
惣
社
の
成
立
を
説
明
す
る
た
め
の
も
の
に
と
ど
ま

っ

て
い
た
。
け
だ
し
惣
社
を
、
国
守
の
行
な
う
管
内
諸
神

へ
の
神
拝

(巡
拝
)
の

煩
を
除
く
た
め
、
諸
神
を
国
庁
近
く
に
合
祀
し
た
も
の
、
と
す
る
立
場
か
ら
す
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れ
ば
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
十
世
紀
の
神
拝

の
実
態
を
知
る
こ
と
は
不
可
欠
の

手
続
き
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し

か
し
問
題
は
、
そ
う
し
た
国
守
神
拝
の

出
て
く
る
背
景
、
旦
ハ体
的
に
は
九
世
紀
を
通
じ
て
進
行
し
式
内
社
の
成
立
に
至

っ
て
完
了
す
る
地
方
神
祗
の
再
編
成
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
は
、
神
拝
は
も
と

よ
り
、
惣
社
成
立
の
理
解
も
偏

っ
た
も

の
に
陥

っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
度
整
理
す
る
な
ら
国
守

の
神

(巡
)
拝

と
は
、
九
世
紀
を
通
じ
て
し
き
り
に

行
な
わ
れ
た
、
中
央
の
神
祗
氏
族
に
よ
る
諸
国
の
諸
神

へ
の
官
幣
を
継
承
す
る

形
で
、
十
世
紀
に
本
格
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
起
点

に
な

っ
た
の
が
九
世

紀
に
登
場
し
た
国
庁
神
社
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
神
拝
が
新
任
国
守
の
任
初
に
行
な
う
べ
き
国
務

に
組
み
込
ま
れ
た
。

こ
れ
が

「
任
初
」
の
行
事
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
自
体
の
も
つ
地
方
政
治
に
果

す
役
割
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
守
が
必
ず
し
も
任
期

一
杯
在
国
し
な

い
ケ
ー

ス
が
ふ
え
た
こ
と
も
無
関
係

で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
と
も
な
い
国
庁
神

社

の
果
す
役
割
も
大
き
く
な

っ
た
。

国
庁
神
事
の
う
ち
、
も

っ
と
も
重
要
な
行
事
は
、
毎
月
朔
日
に
行
な
わ
れ
る

朔
幣
で
あ
る
。
そ
の
始
期
は
詳
ら
か
に
し

な
い
が
、
恒
常
的
と
い
う
点
で
国
庁

神
事
の
中
核
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
儀
式
と
し
て
は
幣
殿
に
お
け
る

奉
幣
の
儀
式

で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
か
ら

い
っ
て
管
内
諸
神
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
元
慶
二
年

(八
七
八
)
二
月
十

四
日
、

二
年
前
に
焼
け
た
大
極
殿

の
再
建
に
当
り
、
神
祗
大
副
大
中
臣
有
本
を
遣
わ
し
、

壇
上
に

「百
神
」
を
祈
請
し
た
と
あ
る
。

国
庁
神
社
と
同

一
に
論
じ
ら
れ
な

い

が
、
い
っ
て
み
れ
ば
こ
う
し
た
儀
式
に
際
し
て
百
神
ー

と
か

屍

襯
L
を
勧

請
し
そ
の
成
就
を
願

っ
た
の
を

一
国
を
単
位
と
し
て
行
な

っ
た
の
が
、
国
庁
で

の
奉
幣
で
は
な
か

っ
た
か
。
す
な
わ
ち
朔
幣
と
は
毎
月

一
日
、
管
内
の
諸
神
を

勧
請
し
て
行
な

っ
た
国
庁
神
事
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

国
庁
神
社

で
は
、
こ
の
よ
う
な
恒
例

の
神
事
の
他
、
天
変
地
異
や
世
間
不
穏

と
い
っ
た
事
態
が
起
る
た
び

に
神
事
が
も
た
れ
、
そ
の
た
び
に
国
内
諸
神
が
祈

請
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
国
庁
神
社
は

一
国
の
宗
廟
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
惣
社

に
他
な
ら
な

い
。
国
庁
神
社

の
祭
壇
は
管
内
諸
神
を
迎
え
る
た
め
に
用
意
さ
れ

た
座
ー

惣
座
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
最
初

に
出
し
た
疑
問
-

十

一
世
紀
末
の
因
幡

で
は
、
惣
社
が
あ
り
な
が
ら
神

(巡
)
拝
も
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
の

"矛

盾
"
も
お
の
ず

か
ら
氷
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
国
守

の
巡
拝
と
国
庁
神
社

へ
の

諸
神
の
勧
請
と
が
同
時
的

に
併
存
し
て

一
向
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

一
国
の
神
祗
施
設

で
あ

っ
た
国
庁
神
社
は
、
外
に
出
て
は
神

(巡
)
拝
11
国

幣
、
す
な
わ
ち
管
内
諸
神

へ
の
巡
拝
の
拠
点

で
あ
る
と
同
時
に
、
内
に
あ

っ
て

は
朔
幣
そ
の
他
の
折

に
管
内
の
衆
神
を
勧
請
し
て
行
な
う
神
事
の
拠
点
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
こ
の
国
庁
神
社
の
果
す
遠
心
的
な
ら
び
に
求
心
的
な
神
祗
機
能
を

統

一
的
に
把
握
し
て
は
じ
め
て
、
地
方
神
祗
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
ろ
う
。

惣
社
と
は
何
よ
り
も
先
ず
国
庁
神
社
で
あ
り
、
国
庁
神
社
の
機
能
上
、
神
事
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の
都
度
、
管
内
諸
神
が
屈
請
さ
れ
た
。

惣
社
は
言
葉
と
し
て
は
十

一
世
紀
末

に

な

っ
て
登
場
す
る
が
、
そ
の
実
体
に
お

い
て
は
惣
社

で
あ
り
、

一
国
の
宗
社
だ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
九
世
紀
後
半
に
み
ら
れ
た
石
見

の
府
中
神
社
も
伯
耆
の
国

庁
神
社
も
、
ま
た
十

一
世
紀
末

の
加
賀

の
府
南
社
も
、
因
幡
の
惣
社
と
か
わ
ら

な
い
存
在
だ

っ
た
。
こ
ん
に
ち
倉
吉
市

に
あ
る
国
庁
裏
神
社
を
訪
ね
る
と
、
そ

こ
に
は

「伯
耆
国
惣
社
国
庁
裏
神
社
」

と
刻
ま
れ
た
石
標
が
立

つ
。
石
見
国

の

府
中
神
社
や
加
賀
国
の
府
南
社
も
惣
社

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
故
な
し
と
し
な

い
。
惣
社
の
呼
称
は
国
庁
神
社
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
通
常

い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
巡
拝

の
煩
を
省

く
た
め
に
管
内

の
諸
神
を
合
祀
し
た
か

ら
惣
社
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
。

し
か
し

『白
山
之
記
』

の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
通
説
を
全
く
否
定
す
る

わ
け
で
な
い
。

の
ち
に
は
ま
さ
し
く
そ
の
意
味
に
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
も
国
庁
神
社
を
母
胎
と
す
る
神
事
の
あ
り
方
を
考
え
れ
ば
、
早
晩

予
想
さ
れ
る
事
態
だ

っ
た
。
と
く
に
国
守

の
遥
任
化
1

そ
れ
が
全
面
的
な
遥

任
で
な
く
と
も
、
任
初
な
ど
限
ら
れ
た
期
間
の
在
国
が
常
態
化
す
る
な
か
で
、

神
事

の
時
だ
け
の
臨
時
的
、

一
時
的
な
勧
請
か
ら
恒
常
的
な
合
祀

へ
と
進
む
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
辿
れ
る
筋
道
で
あ
ろ
う
。
そ
の
移
行
は
時
間
の
問
題
だ

っ
た
。
た
だ
し
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
国
庁
神
社

の
す
べ
て
が

(実

質
は
惣
社
だ
が
)
、
惣
社

(神
社
)
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な

い

。国
庁
神
社

(府
中
神
社
・
国
庁
裏
神
社

・
府
南
社
な
ど
)
の
存
在
は
、
平
安
時
代

の
記
録
に
は
わ
ず
か
の
国
々
で
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
中
世
に
下

っ
て

に
わ
か
に
ふ
え
る
惣
社
や
府
中
神
社
、
守
公

(宮
)
神
社
な
ど
が
平
安
期
の
国

庁
神
社
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
中
世
移
行
期
の
地
方
神
祗

を
知
る
た
め
に
も
国
庁
神
社

の
存
在
と
そ
の
役
割
は
も

っ
と
明
ら
か
に
さ
れ
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
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梅
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史
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台
史
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司
神
拝
の
歴
史
的
意
義
」
(『日
本
歴
史
』
四
二
七
号
、
昭
和
五
十
九
年
)、

伊
藤
邦
彦

「諸
国

一
宮

・
惣
社
の
成
立
」
(『日
本
歴
史
』
三
五
五
号
、
昭
和
五

十
五
年
)
な
ど
。

(3
)

『歴
史
地
名
通
信
』
三
号

(昭
和
五
十
九
年
)。

(4
)

『書
陵
部
紀
要
』

=
二
号

(昭
和
三
十
七
年
、
解
題
早
川
庄
八
)
。

(5
)

た
と
え
ば
菅
原
道
真
は
讃
岐
守
在
任
中
、
「客
行
」
「客
居
」
「客
舎
」
「客

思
」
な
ど
、
鄙
で
の
生
活
が
仮
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
詩
に
よ

ん
で
い
る

(『菅
家
文
草
』)
。

(6
)

萩
谷
朴

「土
佐
日
記
は
歌
論
書
か
」
(『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
二
十
六
年

六
月
号
)。

(7
)

倉
吉
市
教
育
委
員
会

「伯
耆
国
庁
跡
発
掘
調
査
概
要
」
(各
年
度
)。

(8
)

『古
語
拾
遺
』
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
舟
杉
真
理
子

「
『古
語
拾
遺
』

か
ら
見
た
中
臣
氏
の
虚
実
」
(京
都
女
子
大
学

『史
窓
』
五
二
号
、
平
成
七
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年
)
参
照
。

(9
)

『三
代
実
録
』
仁
和
元
年
十
月
九
日
条
に
、
大
宰
府
か
ら
の
報
告
と
し
て
、

肥
前

・
薩
摩
両
国
で
砂
石
粉
土
の
被
害
を
除
く
た
め
、
両
国
に
命
じ
て
部
内
の

「衆
神
」
に
奉
幣
せ
し
め
た
こ
と
を
記
す
。
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